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表
紙
／
小
澤

　實
著
『
秀
句
三
五
〇
選 

友
』
よ
り

初
雪

は
つ
雪
や
内
に
居
さ
う
な
人
は
誰

ひ
と

た
れ

ゆ
き

う
ち

い

榎
本
其
角

え
の  

も
と    

き

　

 

か
く

去
来
・
凡
兆
編
『
猿
蓑
』（
元
禄
四
）
所
収
。
初
雪
を
喜
び
、
雪
の
降
り
だ
し
て
い
る
外
へ
出
て
ゆ
く
。
こ
ん
な

と
き
共
に
初
雪
を
賞
す
る
友
が
欲
し
い
。
雪
見
酒
な
ど
と
洒
落
て
み
た
い
。
堀
切
実
は
「『
内
に
居
さ
う
な
』
の

俗
語
が
利
い
て
お
り
、
初
雪
に
興
ず
る
気
分
が
素
直
に
出
て
い
る
」
と
説
く
。「
雪
月
花
の
時
に
最
も
君
を
憶
ふ
」

『
和
漢
朗
詠
集
』の
「
君
を
憶
ふ
」
気
分
が
ま
さ
に
生
き
て
い
る
一
句
で
あ
る
。【
初
雪
・
冬
】
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